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場
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道
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ン
ク

「中腹散策
コース」の道
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道
は
右
へ
の
ヘ
ア
ピ
ン
カ
ー
ブ
。
カ
ー
ブ
の

途
中
に
あ
る
車
止
め
か
ら
は
歩
行
者
だ
け
の

道
と
な
り
ま
す
。
左
に
右
に
と
大
き
く
曲
が

る
坂
道
を
上
が
っ
て
い
く
と
、4
つ
め
の
カ
ー

ブ
付
近
に
2
基
の
巨
大
な
水
道
タ
ン
ク
が
あ

り
ま
す
。
振
り
返
る
と
、宮
川
の
両
側
に
田
園

地
帯
が
広
が
り
、遥
か
向
こ
う
に
度
会
の
山
並

が
続
い
て
い
る
の
が
見
え
ま
す
。

　
し
ば
ら
く
坂
を
登
る
と「
つ
ど
い
の
広
場
」

と
い
う
最
初
の
休
憩
ポ
イ
ン
ト
に
出
ま
す
。

こ
こ
に
は「
ロ
マ
ン
の
森
」の
案
内
図
と
、「
三

　
バ
ス
停「
大
倉
う
ぐ
い
す
台
」は
、外
宮
前
の

賑
わ
い
を
離
れ
て
す
ぐ
の
宮
川
右
岸
に
あ
り

ま
す
。
バ
ス
停
か
ら
、
伊
勢
南
島
線（
県
道
22

号
）を
宮
川
の
土
手
を
左
に
見
な
が
ら
少
し
進

む
と
万
所
橋
東
の
信
号
に
。
こ
こ
を
右
折
す

る
と
、
前
方
に
三
郷
山
の
緑
が
見
え
ま
す
。緩

や
か
な
坂
道
を
登
っ
て
い
く
と
、
左
手
に「
ロ

マ
ン
の
森 

伊
勢
三
郷
山
登
り
口
」の
看
板
が
。

い
よ
い
よ
山
に
入
り
ま
す
。

　
し
ば
ら
く
は
幅
の
広
い
舗
装
路
で
、15
台
分

の
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
を
過
ぎ
る
と

郷
山
記
念
碑
」と
彫
ら
れ
た
石
碑
が
あ
り
、石

碑
に
よ
る
と
こ
の
場
所
は
、
江
戸
時
代
に
は

〝
上
三
郷
〞と
呼
ば
れ
る
地
域
の
所
有
で
、
明

治
時
代
に
浦
口
町
が
買
収
し
、
荒
廃
や
乱
開

発
を
避
け
る
た
め
環
境
保
全
整
備
事
業
の
採

択
を
受
け
、
市
民
に
開
放
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
伊
勢
市
役
所
で
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

県
の
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
た
の
が
昭
和
54

（
1
9
7
9
）年
で
、
現
在
も
浦
口
町
の
町
有

林
と
の
こ
と
で
し
た
。
故
郷
の
山
を
美
し
い

自
然
の
ま
ま
に
残
し
た
い
と
い
う
地
元
の

人
々
の
思
い
が
重
な
っ
て
、
こ
の
山
が
豊
か

な
緑
と
と
も
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ト
を
進
み
ま
す
。

　
少
し
進
む
と
木
陰
に
小
さ
な
祠
が
―
。
鳥

居
越
し
に
山
の
神
に
手
を
合
わ
せ
さ
ら
に
歩

い
て
行
く
と
、
実
の
成
る
木
が
た
く
さ
ん
植

え
ら
れ
た「
野
鳥
の
森
」。
小
鳥
の
鳴
き
声
も

ひ
と
き
わ
賑
や
か
に
聞
こ
え
ま
す
。
ま
た
少

し
登
る
と「
こ
か
げ
の
広
場
」。
こ
こ
も
東
屋

の
あ
る
休
憩
ポ
イ
ン
ト
で
、
こ
の
辺
り
か
ら

道
幅
が
少
し
狭
く
な
り
ま
す
。

　
案
内
図
で
散
策
ル
ー
ト
を
頭
に
入
れ
、
こ

の
森
に
込
め
ら
れ
た
多
く
の
人
の
思
い
を
感

じ
と
っ
た
と
こ
ろ
で
、再
び
コ
ー
ス
へ
。
少
し

歩
く
と
石
段
が
あ
り「
い
こ
い
の
広
場
」の
看

板
が
。
石
段
の
上
は
芝
生
の
広
場
に
な
っ
て

い
て
、
東
屋
や
お
手
洗
い
な
ど
も
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
い
こ
い
の
広
場
」を
過
ぎ
て
す
ぐ
に
道
は

二
つ
に
分
岐
。
右
側
の
稜
線
を
行
く
道
が
メ

イ
ン
ル
ー
ト
の
舗
装
路
で
、左
に
向
か
う
と

「
中
腹
散
策
コ
ー
ス
」。
往
路
は
メ
イ
ン
ル
ー
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上
り
下
り
を
く
り
返
し
な
が
ら
歩
い
て
い

く
と
四
角
い
印
の
刻
ま
れ
た
石
が
あ
り
、「
方

角
石
」と
書
か
れ
て
ま
す
。
三
郷
山
の
頂
上
は

こ
の
辺
り
に
な
り
ま
す
。

　
石
か
ら
す
ぐ
に「
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」に
出

ま
す
。
こ
こ
に
は
木
製
の
展
望
台
が
あ
り
、

す
ば
ら
し
い
見
晴
ら
し
に
思
わ
ず
歓
声
が
上

が
り
ま
す
。 

眼
下
に
伊
勢
の
市
街
地
が
広
が

り
、
宮
川
が
大
き
く
う
ね
り
な
が
ら
伊
勢
湾

に
流
れ
込
む
の
が
見
え
、
天
候
が
良
け
れ
ば
、

伊
勢
湾
の
向
こ
う
に
知
多
半
島
や
伊
良
湖
岬
、

所
に
石
段
が
あ
り
、
こ
れ
を
下
り
る
と
舗
装

の
な
い「
中
腹
散
策
コ
ー
ス
」。
尾
根
の
道
よ

り
も
さ
ら
に
深
い
木
々
の
中
を
進
み
ま
す
。

か
な
り
急
な
斜
面
の
中
を
通
る
、
く
ね
く
ね

と
曲
が
っ
た
道
な
の
で
注
意
が
必
要
で
す
が
、

滴
る
よ
う
な
緑
の
中
の
小
径
は
ま
さ
に
癒
や

し
の
森
。
森
林
浴
の
効
果
抜
群
で
す
。

　
標
識
に
従
っ
て
進
み
、
石
段
を
上
る
と「
子

供
の
丘
」。
丘
を
下
り
て
元
の
道
に
戻
り
、再

び
石
段
を
上
る
と「
学
校
の
森
」に
出
ま
す
。

こ
こ
に
あ
る
藤
棚
や
ソ
テ
ツ
な
ど
の
木
々
は
、伊

勢
市
内
の
小・中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
植
え

た
と
の
こ
と
。「
若
人
の
広
場
」へ
は
、そ
こ
か

ら
さ
ら
に
石
段
を
上
が
り
ま
す
。 

下
か
ら
は

遠
く
鈴
鹿
山
脈
や
養
老
山
地
の
山
並
も
見
え

る
で
し
ょ
う
。
広
々
と
さ
え
ぎ
る
も
の
の
な

い
光
景
に
心
が
解
放
さ
れ
る
よ
う
で
す
。「
伊

勢
神
宮
奉
納
全
国
花
火
大
会
」の
打
ち
上
げ
場

所
も
近
く
、
地
元
で
は
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
先
に
進
め
ば
、
逆
方
向
の
朝
熊
ヶ

岳
方
面
の
風
景
が
見
え
る
展
望
台
が
あ
り
、

周
遊
す
る
ル
ー
ト
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

こ
こ
で
引
き
返
し
、「
子
供
の
丘
」「
学
校
の
森
」

「
若
人
の
広
場
」を
め
ざ
し
ま
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」か
ら
3
分
く
ら
い
の

真
っ
す
ぐ
な
石
段
が
見
え
る
だ
け
で
す
が
、

上
が
っ
て
み
る
と
斜
め
右
方
向
に
上
が
る
石

段
が
あ
り
、
踊
り
場
を
経
て
さ
ら
に
も
う
一

つ
石
段
が
続
き
ま
す
。三
層
に
な
っ
た
石
段
を

上
り
切
っ
て「
若
人
の
広
場
」に
た
ど
り
着
け

ば
、脚
力
は
若
人
だ
と
証
明
さ
れ
た
気
分
に
な

れ
る
で
し
ょ
う
。

　
石
段
を
下
り
て
帰
路
。
こ
の
後
に
待
っ
て

い
る
の
が
一
番
段
数
の
多
い
石
段
で
す
。
段

差
が
大
き
く
、し
か
も
長
い
の
で
、ゆ
っ
く
り

休
み
な
が
ら
上
り
ま
し
ょ
う
。
上
り
切
れ
ば

「
い
こ
い
の
広
場
」に
出
ま
す
。 

後
は
坂
を
下

り
、ス
タ
ー
ト
地
点
の
バ
ス
停
に
戻
り
ま
す
。

　
紅
葉
の
美
し
い
木
々
を
集
め
た「
秋
の
森
」、

春
先
に
咲
く
木
を
集
め
た「
早
春
の
森
」と
呼

ば
れ
る
エ
リ
ア
も
あ
り
、
草
花
も
彩
り
豊
か

で
す
。
十
分
に
時
間
を
と
っ
て
、
風
景
も
、

植
物
や
鳥
の
声
な
ど
も
楽
し
み
な
が
ら
歩
く

の
が
お
勧
め
で
す
。

取
材
・
文
…
堀
口 

裕
世

□

伊
勢
市

ロマ
ン
の
森 
伊
勢
三
郷
山

緑
滴
る
小
径
か
ら
絶
景
の
展
望
台
へ

START
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バス停「大倉うぐいす台」

　
今
回
の
コ
ー
ス
は
、伊
勢
市
の「
ロマ
ン
の
森 

伊
勢

三
郷
山
」で
す
。
宮
川
沿
い
の
バ
ス
停
を
ス
タ
ー
ト

し
、山
頂
近
く
の
展
望
台
ま
で
上
り
、中
腹
の
道
を

周
遊
し
て
戻
り
ま
す
。

　
三
郷
山
は
標
高
1
4
2.
3
メ
ー
ト
ル
と
い
う
小

さ
な
山
で
す
が
、ゆ
た
か
な
緑
の
間
を
行
く
小
径
は

歩
き
や
す
く
整
備
さ
れ
、起
伏
に
富
ん
だ
複
雑
な

地
形
を
活
か
し
て
い
く
つ
か
の
休
憩
ポ
イ
ン
ト
が
造

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、山
頂
近
く
の
展
望
台
か
ら

見
る
風
景
は
、伊
勢
の
ま
ち
を
眼
下
に
、伊
勢
湾
を

越
え
て
知
多
半
島
や
伊
良
湖
岬
に
ま
で
お
よ
ぶ
大

パ
ノ
ラ
マ
。
昭
和
61（
1
9
8
6
）年
に
林
野
庁
な

ど
が
選
定
し
た「
森
林
浴
の
森
日
本
1
0
0
選
」に

も
選
ば
れ
、市
民
の
憩
い
の
森
と
なって
い
ま
す
。

　
緑
陰
を
抜
け
る
風
の
中
、多
彩
な
植
物
が
織
り

な
す
近
景
と
、時
折
広
が
る
遠
景
を
楽
し
み
な
が
ら

歩
き
ま
す
。

至JR「伊勢市」駅
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に
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車
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は
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行
者
だ
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の
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す
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に
右
に
と
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く
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る
坂
道
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上
が
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て
い
く
と
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つ
め
の
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に
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の
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な
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タ
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返
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園

地
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が
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向
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が
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す
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の
広
場
」

と
い
う
最
初
の
休
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ト
に
出
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。
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に
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ロ
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ン
の
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」の
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内
図
と
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の
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を
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の
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に
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。
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、
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線（
県
道
22

号
）を
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に
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な
が
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し
進

む
と
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所
橋
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の
信
号
に
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こ
を
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折
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る
と
、
前
方
に
三
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山
の
緑
が
見
え
ま
す
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や
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な
坂
道
を
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て
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く
と
、
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の
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三
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よ
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は
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の
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車
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と

郷
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れ
た
石
碑
が
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り
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に
よ
る
と
こ
の
場
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は
、
江
戸
時
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に
は
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三
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有
で
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口
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や
乱
開

発
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け
る
た
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全
整
備
事
業
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受
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、
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に
開
放
さ
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る
そ
う

で
す
。
伊
勢
市
役
所
で
う
か
が
っ
た
と
こ
ろ
、

県
の
事
業
と
し
て
整
備
さ
れ
た
の
が
昭
和
54
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1
9
7
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で
、
現
在
も
浦
口
町
の
町
有

林
と
の
こ
と
で
し
た
。
故
郷
の
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を
美
し
い

自
然
の
ま
ま
に
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し
た
い
と
い
う
地
元
の

人
々
の
思
い
が
重
な
っ
て
、
こ
の
山
が
豊
か

な
緑
と
と
も
に
残
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

ト
を
進
み
ま
す
。

　
少
し
進
む
と
木
陰
に
小
さ
な
祠
が
―
。
鳥

居
越
し
に
山
の
神
に
手
を
合
わ
せ
さ
ら
に
歩

い
て
行
く
と
、
実
の
成
る
木
が
た
く
さ
ん
植

え
ら
れ
た「
野
鳥
の
森
」。
小
鳥
の
鳴
き
声
も

ひ
と
き
わ
賑
や
か
に
聞
こ
え
ま
す
。
ま
た
少

し
登
る
と「
こ
か
げ
の
広
場
」。
こ
こ
も
東
屋

の
あ
る
休
憩
ポ
イ
ン
ト
で
、
こ
の
辺
り
か
ら

道
幅
が
少
し
狭
く
な
り
ま
す
。

　
案
内
図
で
散
策
ル
ー
ト
を
頭
に
入
れ
、
こ

の
森
に
込
め
ら
れ
た
多
く
の
人
の
思
い
を
感

じ
と
っ
た
と
こ
ろ
で
、再
び
コ
ー
ス
へ
。
少
し

歩
く
と
石
段
が
あ
り「
い
こ
い
の
広
場
」の
看

板
が
。
石
段
の
上
は
芝
生
の
広
場
に
な
っ
て

い
て
、
東
屋
や
お
手
洗
い
な
ど
も
建
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
い
こ
い
の
広
場
」を
過
ぎ
て
す
ぐ
に
道
は

二
つ
に
分
岐
。
右
側
の
稜
線
を
行
く
道
が
メ

イ
ン
ル
ー
ト
の
舗
装
路
で
、左
に
向
か
う
と

「
中
腹
散
策
コ
ー
ス
」。
往
路
は
メ
イ
ン
ル
ー
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上
り
下
り
を
く
り
返
し
な
が
ら
歩
い
て
い

く
と
四
角
い
印
の
刻
ま
れ
た
石
が
あ
り
、「
方

角
石
」と
書
か
れ
て
ま
す
。
三
郷
山
の
頂
上
は

こ
の
辺
り
に
な
り
ま
す
。

　
石
か
ら
す
ぐ
に「
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」に
出

ま
す
。
こ
こ
に
は
木
製
の
展
望
台
が
あ
り
、

す
ば
ら
し
い
見
晴
ら
し
に
思
わ
ず
歓
声
が
上

が
り
ま
す
。 

眼
下
に
伊
勢
の
市
街
地
が
広
が

り
、
宮
川
が
大
き
く
う
ね
り
な
が
ら
伊
勢
湾

に
流
れ
込
む
の
が
見
え
、
天
候
が
良
け
れ
ば
、

伊
勢
湾
の
向
こ
う
に
知
多
半
島
や
伊
良
湖
岬
、

所
に
石
段
が
あ
り
、
こ
れ
を
下
り
る
と
舗
装

の
な
い「
中
腹
散
策
コ
ー
ス
」。
尾
根
の
道
よ

り
も
さ
ら
に
深
い
木
々
の
中
を
進
み
ま
す
。

か
な
り
急
な
斜
面
の
中
を
通
る
、
く
ね
く
ね

と
曲
が
っ
た
道
な
の
で
注
意
が
必
要
で
す
が
、

滴
る
よ
う
な
緑
の
中
の
小
径
は
ま
さ
に
癒
や

し
の
森
。
森
林
浴
の
効
果
抜
群
で
す
。

　
標
識
に
従
っ
て
進
み
、
石
段
を
上
る
と「
子

供
の
丘
」。
丘
を
下
り
て
元
の
道
に
戻
り
、再

び
石
段
を
上
る
と「
学
校
の
森
」に
出
ま
す
。

こ
こ
に
あ
る
藤
棚
や
ソ
テ
ツ
な
ど
の
木
々
は
、伊

勢
市
内
の
小・中
学
校
の
子
ど
も
た
ち
が
植
え

た
と
の
こ
と
。「
若
人
の
広
場
」へ
は
、そ
こ
か

ら
さ
ら
に
石
段
を
上
が
り
ま
す
。 

下
か
ら
は

遠
く
鈴
鹿
山
脈
や
養
老
山
地
の
山
並
も
見
え

る
で
し
ょ
う
。
広
々
と
さ
え
ぎ
る
も
の
の
な

い
光
景
に
心
が
解
放
さ
れ
る
よ
う
で
す
。「
伊

勢
神
宮
奉
納
全
国
花
火
大
会
」の
打
ち
上
げ
場

所
も
近
く
、
地
元
で
は
撮
影
ス
ポ
ッ
ト
と
し

て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
先
に
進
め
ば
、
逆
方
向
の
朝
熊
ヶ

岳
方
面
の
風
景
が
見
え
る
展
望
台
が
あ
り
、

周
遊
す
る
ル
ー
ト
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は

こ
こ
で
引
き
返
し
、「
子
供
の
丘
」「
学
校
の
森
」

「
若
人
の
広
場
」を
め
ざ
し
ま
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
の
広
場
」か
ら
3
分
く
ら
い
の

真
っ
す
ぐ
な
石
段
が
見
え
る
だ
け
で
す
が
、

上
が
っ
て
み
る
と
斜
め
右
方
向
に
上
が
る
石

段
が
あ
り
、
踊
り
場
を
経
て
さ
ら
に
も
う
一

つ
石
段
が
続
き
ま
す
。三
層
に
な
っ
た
石
段
を

上
り
切
っ
て「
若
人
の
広
場
」に
た
ど
り
着
け

ば
、脚
力
は
若
人
だ
と
証
明
さ
れ
た
気
分
に
な

れ
る
で
し
ょ
う
。

　
石
段
を
下
り
て
帰
路
。
こ
の
後
に
待
っ
て

い
る
の
が
一
番
段
数
の
多
い
石
段
で
す
。
段

差
が
大
き
く
、し
か
も
長
い
の
で
、ゆ
っ
く
り

休
み
な
が
ら
上
り
ま
し
ょ
う
。
上
り
切
れ
ば

「
い
こ
い
の
広
場
」に
出
ま
す
。 

後
は
坂
を
下

り
、ス
タ
ー
ト
地
点
の
バ
ス
停
に
戻
り
ま
す
。

　
紅
葉
の
美
し
い
木
々
を
集
め
た「
秋
の
森
」、

春
先
に
咲
く
木
を
集
め
た「
早
春
の
森
」と
呼

ば
れ
る
エ
リ
ア
も
あ
り
、
草
花
も
彩
り
豊
か

で
す
。
十
分
に
時
間
を
と
っ
て
、
風
景
も
、

植
物
や
鳥
の
声
な
ど
も
楽
し
み
な
が
ら
歩
く

の
が
お
勧
め
で
す
。

取
材
・
文
…
堀
口 

裕
世

□

伊
勢
市

ロマ
ン
の
森 

伊
勢
三
郷
山

緑
滴
る
小
径
か
ら
絶
景
の
展
望
台
へ

START

■ 行程図　所要時間／約2時間40分 ※所要時間は、おおよその目安です。

バス停「大倉うぐいす台」

　
今
回
の
コ
ー
ス
は
、伊
勢
市
の「
ロマ
ン
の
森 

伊
勢

三
郷
山
」で
す
。
宮
川
沿
い
の
バ
ス
停
を
ス
タ
ー
ト

し
、山
頂
近
く
の
展
望
台
ま
で
上
り
、中
腹
の
道
を

周
遊
し
て
戻
り
ま
す
。

　
三
郷
山
は
標
高
1
4
2.
3
メ
ー
ト
ル
と
い
う
小

さ
な
山
で
す
が
、ゆ
た
か
な
緑
の
間
を
行
く
小
径
は

歩
き
や
す
く
整
備
さ
れ
、起
伏
に
富
ん
だ
複
雑
な

地
形
を
活
か
し
て
い
く
つ
か
の
休
憩
ポ
イ
ン
ト
が
造

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、山
頂
近
く
の
展
望
台
か
ら

見
る
風
景
は
、伊
勢
の
ま
ち
を
眼
下
に
、伊
勢
湾
を

越
え
て
知
多
半
島
や
伊
良
湖
岬
に
ま
で
お
よ
ぶ
大

パ
ノ
ラ
マ
。
昭
和
61（
1
9
8
6
）年
に
林
野
庁
な

ど
が
選
定
し
た「
森
林
浴
の
森
日
本
1
0
0
選
」に

も
選
ば
れ
、市
民
の
憩
い
の
森
と
なって
い
ま
す
。

　
緑
陰
を
抜
け
る
風
の
中
、多
彩
な
植
物
が
織
り

な
す
近
景
と
、時
折
広
が
る
遠
景
を
楽
し
み
な
が
ら

歩
き
ま
す
。

至JR「伊勢市」駅

問
　

伊
勢
市
産
業
観
光
部
農
林
水
産
課
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宮
川
の
畔
か
ら
ス
タ
ー
ト

伊
勢
市
浦
口
町
の
町
有
林

抜
群
の
眺
望
に
歓
声
が
―

め
ざ
せ「
若
人
の
広
場
」

季
節
を
感
じ
な
が
ら
ゆ
っ
く
り

登り口の看板

水道タンク越しの遠景

「つどいの広場」

「いこいの広場」

「山の神」の祠「こかげの広場」

「方角石」「ふれあいの広場」の展望台

遥かに続く宮川側の眺望

「いこいの広場」へ向かう「中腹散策
コース」の石段

「学校の森」

「子供の丘」

「三郷山記念碑」「三郷山記念碑」

約400ｍ 約650ｍ 約240ｍ

約330ｍ約500ｍ約220ｍ約50ｍ 約1Kｍ約1.7Kｍ

「ロマンの森 伊勢三郷山 登り口]看板 「つどいの広場」 「いこいの広場」

「ふれあいの広場」「子供の丘」「若人の広場」 「学校の森」 「こかげの広場」

さ
ん

ご
う

や
ま

し
た
た

至
度
会
町

バ
ス
停「
大
倉
う
ぐ
い
す
台
」

バ
ス
停「
大
倉
う
ぐ
い
す
台
」

「つどいの広場」
に至る道

「
ロ
マ
ン
の
森 

伊
勢
三
郷
山 

登
り
口
」看
板




